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臨時会が、開催され、上程された議案は、原案のとおり承認・可決・同意されました。

町長の専決処分事項報告

　議決が必要な事項のうち、予め議会において町長の権利で執行し、事項の施行結果を報告。

　公用車の車両事故を報告

町長の専決処分事項報告

　議決が必要な事項のうち、予め議会において町長の権利で執行し、事項の施行結果を報告。

　車両損傷事故を報告

町長の専決処分事項報告

　議決が必要な事項のうち、予め議会において町長の権利で執行し、事項の施行結果を報告。

　転倒事故を報告

町長の専決処分事項報告（令和３年度伊方町一般会計補正予算（第６号））

　予算総額の増減なし

　主な内容　亀ヶ池温泉温浴棟復旧工事設計委託業務　他

伊方町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償支給条例の一部を改正する条例制定

　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための改正

伊方町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための改正

伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

　人事院及び愛媛県人事委員会勧告等による改正

令和３年度伊方町一般会計補正予算（第７号）

　補正額　１６３，３３１千円　補正後の額　１０，１６４，７５４千円

　主な内容　亀ヶ池温泉温浴棟復旧事業　他

小型動力ポンプ積載車の取得

　取得金額　１５，９６６，５００円　取得の相手方　株式会社岩本商会宇和島営業所

　配備個所　大久分団１部（大久）、三崎分団４部（大佐田）、三机分団３部（大江）

八幡浜地区施設事務組合議員の補欠選挙

　菊池　隼人　議員

伊方町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

　全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴う

一部改正

伊方町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

　健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことに伴う一部改正

伊方町企業誘致条例の一部を改正する条例制定

　町内に企業の立地を促進するために必要な奨励措置を講ずることにより、雇用機会の拡大と地域経済の活性

化を図り、地域住民の生活向上に寄与するための一部改正。

伊方町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例制定

　過疎地域自立促進特別措置法の失効及び過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴い、同

法に基づく固定資産税の課税免除に関する事項を定めるための制定。

第６７回定例会が、開催され、選挙１件、条例４件、補正予算６件、その他１３件は、いずれも原案のとおり

承認・可決・同意されました。

【主な決定事項】

条　例

第５５回臨時会報告 令和３年１１月３０日

１２月定例会の動き 令和３年１２月１７日〜２３日

選　挙
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愛媛県市町総合事務組合規約の変更

　組合の共同処理事務構成団体である西予市を脱退させるための規約改正

愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産処分

　組合の共同処理事務構成団体である西予市の脱退に伴う財産処分

八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合の規約の変更

　八幡浜・大洲地区ふるさと市町村圏基金を廃止することに伴う規約改正

議会運営委員会の閉会中の継続調査

原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査

議会改革特別委員会の閉会中の継続調査

指定管理者の指定

令和３年度伊方町一般会計補正予算（第９号）

　補正額　４５，４２２千円　補正後　１０，５２２，７７１千円

　主な内容　子育て世帯臨時特別給付事業

（単位：千円）

会　　計　　名 補　正　額 補　正　後

一般会計（第８号） 312,595 10,477,349

国民健康保険特別会計（第１号）事業勘定

　　　　　　　　　　　直営診療施設勘定

93,376

△35,159

1,645,911

477,060

後期高齢者医療保険特別会計（第１号） △2,368 181,134

介護保険特別会計（第２号）保険事業勘定

　　　　　　　　　介護サービス事業勘定

5,996

△8

1,436,303

13,719

水道事業会計（第２号） △7,243 397,332

施設の名称 指定管理者 指定期間

伊方町デイサービスセンター

　・伊方老人デイサービスセンター

　・町見老人デイサービスセンター

　・瀬戸デイサービスセンター

　・三崎デイサービスセンター

社会福祉法人

伊方町社会福祉協議会

令和４年４月１日

～
令和９年３月３１日

瀬戸在宅高齢者共同生活支援施設 ㈱悠遊社（松山市）

伊方町観光物産センター 伊方町商工業協同組合

伊方町農水産物処理加工施設 ㈱クリエイト伊方

伊方製氷施設 ㈱クリエイト伊方

瀬戸製氷施設 八幡浜漁業協同組合

三崎種苗生産施設 三崎漁業協同組合

（単位：千円）

その他

追加補正予算

補正予算
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
や
災
害
の
増
加
に
よ

り
停
電
も
増
え
て
い
る
。
町
内
の
公
共
施

設
の
停
電
時
の
非
常
電
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
台
風
や
大
雨
、
落
雷
な

ど
に
よ
り
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
災
害
時
に
お
い
て
活
動
の
拠
点
と
な

る
役
場
庁
舎
の
機
能
確
保
や
避
難
所
を
運
営
す
る
う
え

で
、
非
常
用
電
源
を
確
保
す
る
な
ど
の
防
災
力
の
強
化

を
図
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
現

在
、
役
場
庁
舎
な
ど
7
施
設
の
ほ
か
、
放
射
線
防
護

施
設
11
箇
所
に
固
定
の
非
常
用
発
電
機
を
整
備
し
て
い

る
。
整
備
中
の
伊
方
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

も
非
常
時
の
電
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
学
校
や
体
育
館
、
消
防
団
の
各
部
な
ど
に
可

搬
型
の
発
電
機
を
62
台
配
備
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
電

源
確
保
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
停
電
時
の
電
源

と
し
て
の
活
用
を
念
頭
に
、
本
庁
、
各
支
所
に
電
気
自

動
車
を
導
入
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 (

町
長)

　

環
境
省
の
補
助
事
業
に
「
地
方
公
共
団

体
と
民
間
企
業
と
の
共
同
に
よ
り
、
地
域

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
蓄
電
池
・
自
営
線
等
を
活

用
し
た
、
再
エ
ネ
自
給
率
最
大
化
と
防
災
力
向
上
を
同

時
実
現
す
る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
の
計
画
策
定
や
設
備
導
入
に
対
し
て
支
援
を

行
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
活
用
し
、
町

財
源
の
負
担
も
減
ら
せ
る
と
思
う
が
、
防
災
の
観
点
か

ら
非
常
時
の
代
替
電
源
と
し
て
、
風
車
で
発
電
し
た
電

気
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　

環
境
省
の
「
自
立
・
分
散
型
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
事
業
」
は
、
官
民
共

同
の
も
と
で
、
一
定
の
区
域
内
の
電
力
供
給
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
蓄
電
池
、
自
営
線
を
整
備
し
、
電
力

の
自
給
自
足
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。
同
様
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
主
体
で
推

進
し
て
い
る
「
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築
支
援
事

業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
環
境
省
の
事
業
よ
り
も
広

範
囲
な
も
の
で
、
風
車
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
電
池
で
電
力
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
地
域

内
の
電
力
供
給
を
賄
お
う
と
す
る
構
想
で
、
地
震
や
台

風
な
ど
の
大
規
模
停
電
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
平
常

時
は
電
力
会
社
と
繋
が
っ
て
い
る
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
切
り
離
し
、
地
域
単
独
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
い
ず
れ
の
事
業

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
加
え
、
非
常
時
の
電
源

確
保
に
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
蓄
電
池
や
自

営
線
の
整
備
な
ど
に
多
額
の
投
資
が
想
定
さ
れ
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
す
る
に
は
、
官
民
共
同
で
事
業
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本

大
震
災
で
の
計
画
停
電
や
2
0
1
8
年
の
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
の
全
域
停
電
で
は
、
人
々
の
生
活
や
企
業

活
動
に
大
き
な
影
響
が
出
た
よ
う
に
、
日
本
の
送
電
イ

ン
フ
ラ
の
脆
弱
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
な
ど
克
服
す
べ
き

課
題
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
町
の
資
源
で
あ
る
58
基

も
の
風
車
群
の
災
害
時
の
電
源
へ
の
活
用
は
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
北
海
道
で

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
な
ど
の
調
査
・
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
国
の
補
助
事
業
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　
佐
田
岬
半
島
で
も
盛
土
開
発
が
さ
れ
て

い
る
が
、
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も

一
刻
で
も
早
く
調
査
し
対
策
を
練
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
の
防
災
対
策
は
、
近
年
の
異
常
気
象
や
伊

方
発
電
所
で
の
重
大
事
故
及
び
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
加
え
、
人
的
災
害
の
可
能
性
も
含
め
総
合
的
な
備

え
と
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

人
家
等
に
影
響
の
あ
る
盛
土
に
つ
い
て
、
本
年
8

い っ ぱ ん 質 問

大
綱
１

災
害
時
の
電
源
に
つ
い
て

大
綱
１

防
災
に
つ
い
て

田 村 義 孝 議 員

木 嶋 英 幸 議 員

問
１

問
１

問
２

答

答

答
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
確
認
で

き
ま
す
。

月
、
土
地
利
用
規
制
等
を
所
管
す
る
関
係
省
庁
か
ら
、

各
都
道
府
県
に
対
し
総
点
検
依
頼
が
あ
り
、
9
月
に
愛

媛
県
に
よ
り
点
検
対
象
箇
所
が
抽
出
さ
れ
、
そ
の
中
で

本
町
に
は
12
箇
所
が
点
検
対
象
と
な
っ
た
。
町
で
は
、

県
と
共
同
で
地
形
図
、
航
空
写
真
並
び
に
現
地
で
の
確

認
を
行
い
、
現
時
点
で
は
「
災
害
の
危
険
性
を
有
す
る

と
考
え
ら
れ
る
盛
土
等
」
は
な
い
と
の
情
報
を
得
て
い

る
。
引
き
続
き
国
、
県
か
ら
の
情
報
を
注
視
し
、
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
計
画
は
、
仮
に
危
険

箇
所
が
あ
っ
た
場
合
は
、
行
為
者
に
よ
る
是
正
措
置
を

基
本
と
し
、
現
在
、
国
で
危
険
箇
所
対
策
の
支
援
措
置

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
盛
土
行
為
に
対
し
て
は
、
目
的
や
規

模
に
よ
り
各
種
法
令
等
に
基
づ
き
、
許
可
権
者
で
あ
る

愛
媛
県
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
町
で

は
、
無
許
可
行
為
や
条
件
違
反
な
ど
の
違
反
行
為
が
な

い
よ
う
、
愛
媛
県
と
連
携
し
て
情
報
収
集
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　

当
町
は
、
急
峻
な
所
が
多
く
高
齢
化
が

進
み
、
生
活
道
に
「
命
の
手
す
り
」
の
設

置
が
必
要
だ
が
、
避
難
道
と
併
せ
て
町
内
全
域
を
調

査
、
検
討
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
の
３
ヵ
年
に
か
け

て
、
主
に
津
波
を
想
定
し
た
取
り
組
み
で
は
あ

る
が
、
各
地
区
へ
の
調
査
に
基
づ
き
、
集
落
内
の
避
難

に
使
用
す
る
里
道
等
を
主
に
、
県
の
補
助
事
業
も
活
用

し
、
避
難
路
整
備
事
業
を
実
施
し
、
手
す
り
も
町
内
全

域
を
対
象
に
約
5
7
0
箇
所
、
8,
5
0
0
ｍ
を
整
備

し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
も
毎
年
実
施
し
、
各
地
区
で
の

避
難
訓
練
等
の
検
証
に
伴
う
手
す
り
の
設
置
要
望
に
対

し
、
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴

う
新
設
等
、
年
間
約
2
0
0
ｍ
程
度
の
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
転
落
防
止
と
高
齢
化
に
伴
う
歩
行
補
助
の

視
点
も
併
せ
、
必
要
な
箇
所
の
整
備
を
継
続
し
て
実
施

す
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　
町
民
全
員
が
避
難
場
所
に
避
難
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
町
の
責
務
だ
と
思
う

が
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
が
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

再
検
討
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

本
年
6
月
議
会
で
の
加
藤
議
員
か
ら
の
一
般

質
問
に
も
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
避
難
場
所
や

避
難
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
と
し
て
、
自
動
車
通
行
道

路
は
、
優
先
度
の
高
い
集
落
間
を
接
続
す
る
主
要
幹
線

に
重
点
を
置
き
、
拡
幅
、
防
災
工
事
を
進
め
る
と
と
も

に
、
部
分
的
な
待
避
所
の
設
置
や
地
区
内
の
防
災
力
の

向
上
を
目
的
と
し
た
道
路
新
設
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
区
内
の
里
道
も
各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
避
難
訓

練
等
の
検
証
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
や
情
報
提
供
を
基

に
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
議
員
ご
指
摘
の
「
町
民
全
員
が
避
難
し
や
す
い
環

境
を
造
る
」
こ
と
を
念
頭
に
「
防
災
対
策
に
終
わ
り
な

し
」
の
考
え
の
も
と
で
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
効
果
的

な
防
災
対
策
に
取
り
組
む
。 　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　

私
た
ち
町
民
は
、
生
ま
れ
て
出
生
届
を

出
し
た
時
か
ら
行
政
と
の
関
係
が
始
ま

り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
網
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
行
政

直
営
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
時
代
と
と
も
に
民
間
へ
の
委

託
が
進
み
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
伊
方
町

が
民
間
に
委
託
や
許
可
し
て
い
る
事
業
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
認
識
度
、
管
理
や
指
導
に
つ
い
て
伺
う
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
不

可
欠
で
、
町
民
の
日
常
生
活
な
ど
を
支
え
る
う

え
で
も
大
き
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
高
品

質
で
公
正
公
平
な
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
町

民
本
位
の
視
点
に
立
っ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
・

本
質
を
捉
え
、
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　

町
で
は
、
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

が
、
民
間
へ
の
委
託
や
許
可
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
も

の
も
、
広
い
意
味
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
管
理
や
指
導
は
、
委
託
の
場
合
は
、
受
託

者
の
業
務
の
履
行
に
必
要
な
対
価
を
は
じ
め
、
業
務
内

容
を
明
確
に
し
た
仕
様
等
に
つ
い
て
定
め
た
契
約
を
締

大
綱
１

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
か
ら
の
要

望
に
つ
い
て 加 藤 智 明 議 員

問
２

問
３

問
１

答

答

答
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
確
認
で

き
ま
す
。

結
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
は
こ
の
契
約
内
容
の
履
行
状

況
に
つ
い
て
、
受
託
者
に
適
宜
報
告
を
求
め
、
こ
れ
を

確
認
の
う
え
、
適
切
な
管
理
指
導
に
あ
た
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
双
方
協
議
の
う
え
、
契
約
内
容
を
見
直
す
な

ど
、
町
民
本
位
に
立
っ
た
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　

毎
年
、
各
集
落
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
要

望
が
上
が
っ
て
く
る
が
、
ど
の
よ
う
に
事

務
処
理
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
要
望
年
度
で
未
処
理

の
も
の
は
、
次
年
度
の
処
理
に
な
る
の
か
伺
う
。

　

要
望
書
の
事
務
処
理
の
大
ま
か
な
流
れ
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
、
年
度
当
初
の
区
長
会
に
お

い
て
、
要
望
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
町
の
方
針
を
案

内
し
、
6
月
末
を
目
途
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
各
担

当
課
で
要
望
内
容
の
確
認
を
行
い
、
対
応
方
針
案
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
、
検
討
会
を

開
催
し
て
最
終
決
定
し
、
必
要
な
予
算
措
置
等
を
行
っ

た
う
え
で
、
実
施
に
あ
た
っ
て
い
る
。
町
の
対
応
方
針

や
実
施
時
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
8
月
末
ま
で
に

中
間
報
告
、
3
月
中
旬
頃
に
年
度
末
報
告
と
し
て
お
知

ら
せ
を
し
て
い
る
。
直
近
3
ヶ
年
平
均
の
地
区
か
ら
の

要
望
件
数
は
約
1
5
0
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
当
該
年

度
内
に
処
理
し
た
件
数
は
約
80
件
と
な
っ
て
い
る
。
要

望
の
内
容
は
、
町
道
・
農
道
や
水
路
の
改
修
な
ど
が

最
も
多
く
、
こ
れ
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
実
施
の
必
要
性
を
見
極
め

た
う
え
で
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
付

し
て
、
で
き
る
だ
け
年
度
内
の
実
施
・
完
了
に
努
め
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
要
望
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

所
管
の
県
に
要
望
す
る
も
の
や
共
助
の
観
点
か
ら
地
区

で
の
対
応
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
要
望

の
原
因
を
分
析
す
る
う
え
で
、
経
過
観
察
が
必
要
な
も

の
や
多
額
の
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
ず
、
次
年
度
へ
の
継
続
案
件
と
し
て
対

応
を
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

町
長)

　
移
動
系
無
線
機
は
、
消
防
団
な
ど
防
災
担
当

機
関
が
使
用
し
、
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
の
有

事
や
訓
練
の
際
に
情
報
伝
令
手
段
と
し
て
用
い
て
い

る
。
し
か
し
、
整
備
後
10
年
以
上
経
過
し
、
そ
の
間
に

様
々
な
情
報
伝
達
機
器
が
誕
生
し
、
機
能
向
上
が
進
ん

で
い
る
。

　
八
幡
浜
市
が
導
入
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
無
線
機
が
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｉ
Ｐ
無
線
機
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

携
帯
電
話
の
回
線
を
利
用
す
る
た
め
全
国
エ
リ
ア
で
の

通
信
、
グ
ル
ー
プ
通
話
・
個
別
通
話
の
両
方
が
可
能
で

あ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
機
種
も
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
通
信
料
が
掛
か
る
こ
と
、
山
奥
な
ど
携
帯
電

話
の
電
波
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
通
信
で
き
な
い
こ

と
、
込
み
合
っ
た
と
き
な
ど
は
繋
が
り
に
く
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｐ
無
線
は
先
行

導
入
自
治
体
が
あ
る
の
で
使
用
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

他
の
機
器
と
も
比
較
検
討
し
、
町
消
防
団
の
情
報
伝
達

行
動
の
効
率
化
を
図
り
、
一
層
の
防
災
・
減
災
力
の
向

上
を
目
指
し
、
伊
方
町
の
安
心
安
全
を
よ
り
確
立
す
る

た
め
に
、
町
消
防
団
の
情
報
伝
達
機
器
の
更
新
、
新
た

な
通
信
手
段
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　

近
年
、
情
報
伝
達
機
器
は
急
速
に
発
展
し
て

お
り
、
10
年
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
の
機
能
性
向
上
を
遂
げ
て
い
る
。
災
害
時
の
情
報
伝

達
に
か
か
る
設
備
は
、
老
朽
化
対
応
や
通
信
機
能
の
信

頼
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
現
在
の
町
の
移
動
系
無
線
機
は
、
整
備
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
老
朽
化
に
加
え
、
一
部
通
信

不
能
な
地
域
が
あ
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
に
は
大
変
な

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
、
町
と
し
て
も
機
器
の
更

新
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｐ
無
線
機
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
議
員
か
ら
具
体
的
に
紹
介
が
あ
っ
た
と
お
り
で
あ

る
。
携
帯
電
話
の
デ
ー
タ
回
線
を
利
用
す
る
の
で
、
携

帯
電
話
が
利
用
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
た
め
、
現
行
の
移
動
系
無
線
機
に
比

べ
、
通
信
機
能
は
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
原
子
力
防
災
訓
練
時
の
関
係
機
関
と
の
通

信
に
お
い
て
も
、
愛
媛
県
が
整
備
し
た
Ｉ
Ｐ
無
線
機
を

使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
本
年
10
月
か
ら
約
1
ヵ
月
間
、

無
線
機
を
借
用
し
、
消
防
団
の
訓
練
時
の
使
用
や
通
信

い っ ぱ ん 質 問

問

答

大
綱
１

移
動
系
無
線
機
更
新
に
つ
い
て

清家慎太郎議員

問
２

答
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テ
ス
ト
を
行
っ
た
結
果
、
良
好
な
感
度
で
通
信
で
き
る

こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
後
、
よ
り
円
滑
な
消
防
団
活
動
に
資
す
る
た
め
に
、

無
線
機
器
に
つ
い
て
は
、
議
員
ご
提
案
の
Ｉ
Ｐ
無
線
機

に
更
新
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
来
年
度
の
整
備
を
計
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
機
器
整
備
と
併
せ

て
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
、
町
の
防
災
・
減

災
力
の
更
な
る
向
上
に
努
め
る
。　
　
　
　
　

 (

町
長)

　

今
年
10
月
の
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
設
立
を
目
指
す
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
地

域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に

立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様

な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
い
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め

の
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域

の
自
然
観
光
資
源
や
ま
ち
な
み
・
産
業
観
光
資
源
、
歴

史
や
文
化
及
び
宿
泊
や
食
事
、
交
通
体
系
な
ど
多
様
な

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
「
観
光
地
域
づ
く
り

の
か
じ
取
り
を
行
う
法
人
」
で
あ
り
、
関
係
省
庁
と
の

連
携
や
「
強
力
な
支
援
」
も
期
待
で
き
る
法
人
で

あ
る
。

　
伊
方
町
で
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
資
源
が
多
数
あ

り
、
佐
田
岬
灯
台
な
ど
の
自
然
観
光
資
源
、
は
な
は
な

や
再
開
予
定
の
亀
ヶ
池
温
泉
な
ど
の
施
設
型
観
光
資

源
、
近
年
充
実
し
た
体
験
型
観
光
資
源
、
持
ち
味
が
あ

る
宿
泊
施
設
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
的
な
観
光
資
源

で
は
あ
る
が
、
連
携
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
そ
れ
ら
観
光
資
源
と
密
接
な
連
携
を
し
て
、
伊

方
町
の
観
光
を
線
で
つ
な
ぎ
、
観
光
で
訪
れ
る
方
々
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
存
在
は
こ
れ
か

ら
の
伊
方
町
の
観
光
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
し
た
町
の
取
組
・
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
期
待
す
る
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

　

観
光
は
、
裾
野
の
広
い
総
合
産
業
で
あ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
を
は
じ
め
、
地
域
内
で
の
消

費
や
雇
用
の
創
出
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
田
岬
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
を
中

心
に
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か

し
、
昨
今
は
、
国
際
化
の
進
展
や
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
へ
の
対

応
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
は
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
科

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
、
観
光
地
域
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
町
の
取
り
組
み
」
と
し
て
は
、
今
後
の
観
光

地
域
づ
く
り
を
担
う
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、
12
月
1
日

に
一
般
社
団
法
人
「
佐
田
岬
観
光
公
社
」
を
設
立
。
町

で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
、
11
月
16
日
に
協
定
を
締
結
し
た
東

京
の
Ｉ
Ｔ
企
業 

株
式
会
社
ス
カ
ラ
と
連
携
を
し
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
経
営
手
法
を
取
り
入
れ
た
戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
1
月
中
旬
ご
ろ
に
は
、
観
光
庁
が
募
集
し
て
い
る

候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
申
請
を
行
う
予
定
。
候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
登

録
し
た
ら
、
3
年
以
内
に
関
係
者
と
の
合
意
形
成
の
う

え
、
数
値
目
標
の
設
定
や
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ａ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を

確
立
し
て
「
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
認
定
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

次
に
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
す
る
役
割
」
に
つ
い
て
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
議
員
ご
指
摘

の
連
携
が
十
分
に
と
れ
て
い
な
い
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
や
観
光
の
導
線
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
か
ら
デ
ー
タ
に

基
づ
く
戦
略
策
定
を
行
い
、
幅
広
い
年
齢
層
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
、
本

町
が
選
ば
れ
る
観
光
地
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
役
割
を

十
分
に
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
強
み
を
活
か
し
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付

金
等
の
補
助
金
を
獲
得
し
な
が
ら
、
観
光
で
儲
け
る
仕

組
み
を
地
域
全
体
へ
波
及
し
、
世
界
水
準
の
「
佐
田
岬

観
光
ブ
ラ
ン
ド
」
の
実
現
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
伊
方
町
の
観
光
資
源

を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
滞
在
型
の
観
光
産
業
の
構
築

を
目
指
し
、
伊
方
町
発
展
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
に
、

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　

 (

町
長)

問

答

大
綱
２

今
後
の
観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
取
組
に
つ
い
て
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特別委員会

　

10
月
26
日
、
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

原
子
力
本
部
長
山
田
様
、
伊
方
発
電
所
長
川
西
様
他

6
名
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

清家副委員長
閉会の挨拶

タブレットの導入について、メリット・デメ
リットの説明を受けました。

早速タブレットを使って、操作することと
なりました。皆さん、真剣です。

　

11
月
10
日
、
内
子
町
議
会
へ
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

②
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

　

12
月
23
日
、
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

伊
方
発
電
所
長
川
西
様
他
6
名
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

議

会

改

革

特

別

委

員

会

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
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委員会（協議会）報告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　　　要

１０月２６日

議 会 運 営 委 員 会
1.	総務文教厚生常任委員会の補欠選任について

2.	八幡浜地区施設事務組合議会議員の補欠選挙について

議 員 全 員 協 議 会

1.	民間との連携による施策の推進について

2.	新型コロナウイルスワクチン接種について

3.	亀ヶ池温泉の再建について

4.	伊方町地域博物館等整備事業の進捗について

5.	令和３年度伊方町一般会計補正予算（第 6号）概要

原 子 力 発 電 対 策

特 別 委 員 会

1.	伊方発電所における過去の保安規定違反について

2.	伊方発電所の状況について

１１月１０日 議会改革特別委員会 内子町議会視察

１１月２４日 議 会 運 営 委 員 会 第５５回臨時会の運営について

１１月３０日

議 員 全 員 協 議 会

1.	固定資産税の課税誤りについて

2.	亀ヶ池温泉の再建について

3.	条例の制定等について

4.	小型動力ポンプ積載車の取得について

5.	令和 3年度伊方町一般会計補正予算（第 7号）概要

議会改革特別委員会
1.	議会改革特別委員会委員派遣報告について

2.	タブレット端末の導入について

議 会 運 営 委 員 会 第６７回定例会の運営について

１２月１０日 議 員 全 員 協 議 会

1.	伊方町中期財政見通しについて

2.	指定管理者の指定について

　　①伊方町デイサービスセンター

　　②瀬戸在宅高齢者共同生活支援施設

　　③伊方町観光物産センター

　　④伊方町農水産物処理加工施設

　　⑤伊方製氷施設

　　⑥瀬戸製氷施設

　　⑦三崎種苗生産施設

3.	新型コロナウイルスワクチン接種（３回目）について

4.	愛媛県市町総合事務組合規約の変更並びに共同処理事務構成団体からの脱退に

伴う財産処分について

5.	八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合の規約の変更について

6.	条例の制定等について

7.	令和 3年度伊方町一般会計補正予算（第８号）概要

１２月１７日
議 会 運 営 委 員 会 第６７回定例会の追加議案について

議 員 全 員 協 議 会 令和３年度伊方町一般会計補正予算（第９号）概要

１２月２３日

議 会 運 営 委 員 会 令和３年度伊方町一般会計補正予算（第８号）について

議 員 全 員 協 議 会 令和３年度伊方町一般会計補正予算（第８号）について

原 子 力 発 電 対 策

特 別 委 員 会
伊方発電所３号機　第１５回定期検査の状況について
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輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、

本
日
晴
れ
や
か
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
、
町
議
会
を
代
表
し
て

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

若
い
皆
さ
ん
に
は
、
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
未
来
が
あ
り
ま
す
。

揺
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
を
持
っ
て

ふ
る
さ
と
伊
方
町
を
誇
り
に

大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　伊
方
町
議
会
議
長

　小
泉  

和
也

１０月２２日 県議長会第１回全員協議会（松山市）

２６日 町環境監視委員会

１１月１９日 県後期高齢者医療広域連合議会第３回定例会（松山市）

１２月１２日 町人権フェスタ

２２日 八幡浜施設事務組合議会定例会（八幡浜市）

２０２２年　１月　２日 令和２年度伊方町成人式

３日 令和３年度伊方町成人式

４日 令和４年度年賀交歓会（松山市）

議長の動き（主な内容） 

伊
方
議
会
だ
よ
り

３月号
Vol.67

◆ 

発
　
行
　
愛
媛
県
伊
方
町
議
会

◆ 

電
　
話
　
０
８
９
４-

３
８-

２
６
６
２

◆ 

編
　
集
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◆ 
住
　
所
　
愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
湊
浦
１
９
９
３
番
地
１


